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3‐1.静岡県海岸事業
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遠州灘沿岸における侵食対策の取り組み状況　　　【静岡県】
　遠州灘沿岸では、かつてないほど急激に砂浜が侵食され、台風や高潮等の災害に対する安全度が低くなっています。静岡県では、遠州灘沿岸で進む海岸
　侵食に対し、白砂青松の景観や豊かな自然環境に配慮するため、天竜川の掘削土砂等を最大限活用し、養浜を主体とした侵食対策を実施しています。

　遠州灘沿岸は、湖西から御前崎に至る長大な砂浜海岸であり、サーフィン等のレジャーやアカウミガメの保護活動など、様々な人との関わりを持っています。
　侵食対策の実施に当たっては、沿岸住民や海岸利用者等の理解と協力が不可欠であり、「海岸シンポジウム」や「海辺づくり会議」などの開催を通じて、
　住民や利用者の意見を集約し、学識者を中心に構成される「遠州灘沿岸侵食対策検討委員会」における対策案に反映し、事業を進めています。

①②
③④

住民との協働による侵食対策の推進

侵食対策の検討体制

遠州灘沿岸侵食対策検討委員会 海岸シンポジウム 海辺づくり会議

学識者

行政機関

行政機関

地域住民

行政機関

地域住民

海岸利用者

漁業関係者

ＮＰＯ等

情報提供

意 見

侵食メカニズムの解明

侵食対策工法の検討

モニタリング結果の検証

侵食対策の実施状況

モニタリング結果提供

地域課題の情報収集

海岸のあり方を意見交換

1

※  ① ～ ④ の番号は、裏面の整備事例の箇所を示す① ④
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   　【短期的対策】　養浜を主体とし、漂砂を捕捉する海岸構造物の設置は必要最小限度とする。

 侵食対策の基本的な考え方
   　【長期的対策】　天竜川の土砂を最大限活用し、自然の営力を活かした砂浜の保全・回復を図る。
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3‐2.天竜川上流河川改修事業及び砂防事業
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天竜川は、八ヶ岳連峰の赤岳を源とし、諏訪盆地の
水を一旦諏訪湖に集めます。
諏訪湖の釜口水門からは、途中三峰川、小渋川等

支川を合わせながら、西に中央アルプス（木曽山脈）、
東に南アルプス（赤石山脈）に挟まれた伊那谷を経て
山間部を流下し、遠州灘に注ぐ一級河川です。

流域の特性
・地形が急峻なことに加えて地質が脆弱であり、
大規模な崩壊地が多く分布

・流域の年平均降水量は約2,000mmであり、
全国平均（約1,700mm）の約1.2倍

・上流部は狭窄部と氾濫原が交互に繋がる地形

これらの状況を踏まえ、上流部では、砂防事業
による流出土砂対策や河川事業による狭窄部
対策等を実施しています。

天竜川流域の地形・地質特性
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飯田市の狭窄部での横断面図

下流部での横断面図

• 河床勾配は、河口部が概ね1/700～1,000程度ですが、それ以外は1/500より急勾配です。
・ 河川事業では、狭窄部である天竜峡氾濫原の対策が終わり、現在は上流鵞流峡の対策を実施中です。

天竜川の河川特性
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（第1章 第２節 第１項 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する現状
と課題）

上流部では、鵞流峡等の狭窄部における水位上昇や堤防の高さ不足による浸水
等の危険性が依然として高いことや、狭窄部上流等での洪水時の土砂堆積、橋梁
や堰、河道内樹木による洪水流下の阻害、洪水時の河岸侵食や河床洗掘等で堤防
や護岸への危険性が高いこと、（中略）が課題となっている。

（第３章 第１節 第１項 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事
項）

上流部では（中略）鵞流峡付近の河道掘削、（中略）により水位低下を図る。

（第３章 第１節 第１項 １ (1) 河道掘削・樹木伐開・引堤）

三峰川合流部より下流においては鵞流峡等の河道掘削や樹木伐開、引堤を行う。

（第３章 第１節 第３項 ２ (1) 特徴的な景観の維持・形成）

天竜小渋水系県立公園第２種特別地域に指定され、天竜舟下りやラフティング
に利用されている鵞流峡の河道掘削は、景観に及ぼす影響が少なくないと考えら
れるため、模型実験等による掘削形状等の詳細な検討のうえ、関係機関等と十分
に調整して行う。また、景観法に基づき景観行政団体が策定する景観計画との整
合を図る。

鵞流峡
（長野県飯田市）

位 置 図

諏訪湖

昭和36年6月洪水（三六災）

天竜川水系河川整備基本方針：平成２０年７月２５日策定

天竜川水系河川整備計画：平成２１年７月３０日策定
【鵞流峡に関する事項（抜粋）】

【鵞流峡周辺の概要】
・氾濫原と狭窄部が交互に連続する河道。
・鵞流峡入口部は川幅が急激に縮小（200mから30m）洪水の流下を阻害
・松尾・下久堅地区は、鵞流峡の堰上げにより、洪水時の水位上昇量大

鵞流峡治水技術検討会 鵞流峡景観・環境検討会

【目的・位置付け】
鵞流峡対策について、治水技術面からの検討
【着眼点】
・鵞流峡上流（松尾・下久堅地区）及び下流（龍江・竜
丘・川路地区）の治水安全性の確保（堰上対策・
土砂対策）

・重要な環境を保全し、効率的・効果的な治水対策
【手法】
・水理模型実験、数値解析による治水対策の検討

【目的・位置付け】
鵞流峡対策について、景観、環境、河川利用
の観点から対策を検討

【着眼点】
・現在の豊かな環境、景観を可能な限り保全・再生
・現在の河川利用、観光名所としての継続
【手法】
・水理模型、CGなどを用いた景観対策の検討
・現地調査に基づく生物生態系の保全対策の検討

治水

・狭窄部の堰上げ上流区間
の流下能力不足。

・土砂の堆砂よる疎通能力
の低下

河川利用・観光

【河川利用】舟下り・
ラフティング等

【観光】観光資源

景観

豊かな自然が形成
する良好な景観

環境
【自然環境】
天竜小渋水系県立公園の第2種
特別地域に指定
【河川環境】
貴重な生物の採餌や繁殖に利用

現
状
と
課
題

対
策
方
法
の
検
討

松尾・下久堅地区治水事業協議会

【目的・位置付け】
鵞流峡狭窄部の堰上げにより流下能力不足が懸念される松尾地区・下久堅地区

とその治水対策の影響が懸念される龍江地区・竜丘地区・川路地区について、
治水、環境、景観、河川利用の観点から学識経験者や、地域住民、団体、企業
、自治体等の意見を事業に反映し、安心・安全な地域づくりを目指す

【着眼点】
治水対策について、安心・安全な地域づくりや河川利用に着目

安
心
・安
全
な
地
域
づ
く
り

川幅が急激
に縮小

30m程度

200m程度

下久堅地区
（左岸）

下久堅地区
（左岸）

松尾地区
（右岸）

松尾地区
（右岸）

竜丘地区竜丘地区

毛賀沢川毛賀沢川

南原橋

水位：H23現況河道における準二次元不等流計算結果

松尾・下久堅地区治水事業（鵞流峡対策）
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水の流れと土砂の動きを再現できるため複雑な河道形状や流れがある場合でも実現象を適切に再現できるため、治水対策検討には水理模型実験を実施（模型縮尺：１／６０）

水理模型実験：国総研

松尾・下久堅地区治水事業計画

「松尾・下久堅地区治水事業計画」を平成２５年３月に立案し、詳細設計の後、平成27年度
より工事開始。鵞流峡右岸掘削、上流左岸法線形修正を行い、水位低下を図ります。

現況

対策後

狭窄部対策（右岸掘削）完成イメージ

松尾・下久堅地区治水事業（鵞流峡対策）

対策前
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流域の特性・天竜川流域内には、中
央構造線をはじめ多数
の断層がはしり、中央ア
ルプスや南アルプスの険
しい地形と脆弱な地質の
ため、百間ナギや荒川大
崩壊地をはじめとする多
くの大規模崩壊地が存
在しています。このため、
大量の土砂が土石流と
なって一気に流下する条
件を備えています。

・渓床内には不安定な土
砂が厚く堆積しており、
洪水時には下流に大量
の土砂が流出する危険
性が高くなっています。

中央構造線

戸台構造線

仏像構造線

中央構造線の北川露頭

▲駒ヶ岳

▲

▲

▲

空木岳

仙丈ヶ岳

赤石岳

聖岳

▲

中央自動車道

三遠南信自動車道

中央自動車道

JR飯田線

JR飯田線
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418

仙丈ヶ岳の崩壊状況

荒川大崩壊地

北御所谷の新規崩壊
（Ｈ１５年４月土石流発生）

百間ナギ大崩壊地

不安定土砂の堆積状況
（与田切川上流オンボロ沢）

中央構造線

外帯
内帯

152

流域の特性 大規模な崩壊地の分布
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砂防事業の概要

240

440

640

840

1040

1240

1440

1640

1840

2040

2240

2440

2640

2840

3040

3240

3440

100 120 140 160 180 200 220 240 260

距離(km)

標
高

(m
)

天竜川

中田切川

太田切川

新宮川
与田切川

片桐松川

遠山川 小渋川 三峰川
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・対象流域の上流は急峻な地形で、荒廃地が分布
・各流域の下流では、国道152号、中央自動車道、JR飯田線など
重要交通網が横断

・流域内には、美和ダム、小渋ダム、片桐ダム等の治水施設や発
電所が分布

直轄砂防区域面積

平均河床勾配

約1,285km2

三峰川1/35、小渋川1/16、太田切川1/7、

中田切川1/9、与田切川1/13、片桐松川1/10、

新宮川1/14、遠山川1/24
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砂防事業の概要
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中田切第4砂防堰堤 【駒ヶ根市】 （平成23年3月完成）

梶谷第4砂防堰堤 【飯田市南信濃】 （平成22年3月完成）

尾勝谷第3砂防堰堤 【伊那市長谷】 （平成16年3月完成）
キャッチネット工法を採用した砂防堰堤
超剛性ワイヤーをネット状に配置し、土石流や流木を捕捉し
ます

上蔵砂防堰堤 【下伊那郡大鹿村】 （昭和29年完成）
歴史的・景観的な価値が高いことから平成21年4月に国の
登録有形文化財として登録されました

管内における代表的な砂防施設
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●太田切川及び黒川（太田切川の支川）流域は、険しい地形と脆弱な地質であるため、過去から、土石流が頻発し、河道に
は流出した土砂が不安定な状態で堆積しています。

●太田切川周辺に位置する民家、商業・工業施設及び重要交通網を土砂災害から守り天竜川へ流出する土砂を抑制す
ることを目的としています。

●高さ：２１ｍ、長さ：８３．１ｍ、コンクリート打設量：約１１，０００m3

黒川第4砂防堰堤

黒川

太田切川流域崩壊状況写真

主堰堤右岸の様子（H27.3末時点）

主堰堤左岸の様子（H27.3末時点）完成イメージ

黒川第四砂防堰堤 【事業実施中】
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3‐3.松川ダム再開発事業
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松川ダムは、 洪水調節、 水道および灌漑用水の補給を日的として昭和50年に完成した。

ダム完成後の昭和58年に発生した台風10号以降、 貯水池内に計画を上回るベースで土砂

が流入しており、 治水・利水の運用に支障をきたしている。

この堆砂排除の問題と、予備放流(容量100万m3) を解消し、 治水効果の充実を図る緊急治

水対策として松川ダム再開発事業を計画した。

この事業は、 次の計画からなっている。

• 堆砂土砂の除去による、貯水池の機
能回復及び向上のための貯水池掘削

貯水池の機能回復

• 恒久対策として貯水池への流入土砂
を軽減する洪水バイパスを建設

恒久土砂堆砂対策

松川ダム再開発事業の目的

• 貯水池掘削による堆砂土除去により
洪水調節計画の予備放流(100万m3)
を解消する

予備放流の解消

15



松川ダム再開発事業の概要

①恒久土砂堆砂対策：貯水池への流入土砂を軽減する洪水バイパスを建設

貯水池への堆砂を

年間 10.5万m3 軽減

年土砂収支計画

0.5万m3

(堆砂)

4.0万m3

(貯砂)

15.0万m3

(流入)

10.5万m3

(バイパス)

10.5万m3

(流出)

15.0万m3

(流入)

14.1万m3

(堆砂)

0.9万m3

(流出)

【現況】 【再開発後】

②貯水池の機能回復：堆積土除去により機能回復を図る

③予備放流の解消：洪水調節計画の予備放流(100万m3)を解消する

洪水時満水位
EL.687.30

常時満水位
EL.673.40

堆砂位
EL.648.50

河床高
EL.614.00

基礎岩盤
EL.605.00

洪水調節容量
330万m3

堆砂容量 105万m3

利水容量
310万m3

洪水時満水位
EL.687.30

常時満水位
EL.678.50

予備放流水位
EL.673.50

堆砂位
EL.660.00

河床高
EL.614.00
基礎岩盤
EL.605.00

洪水調節容量
330万m3

利水容量
310万m3

予備放流量
100万m3

堆砂容量
200万m3

16



松川ダム再開発事業の概要
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洪水バイパス施設の概要

流量配分図

計画高水流量440 松川ダム流入量

200
170

流量
Q（m3/s）

（自然調節）

（一定率） （バイパス放流）

洪水調節（一定率一定量）

利水容量回復

バイパス放流図

バイパストンネル

松川ダム

放水路

バイパス水路

分派堰

トラップ堰

バイパストンネル

18



洪水バイパス施設の概要
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洪水バイパス施設の概要

トラップ堰は上流から流下する洪水流のうち、流木や
粗い土砂を捕捉し、分派堰に流れ込むのを防ぎます。

トラップ堰

分派堰

分派堰は導流機能と貯砂機能を有する。導流機能は、
計画高水流量440 m3/sの洪水時に、バイパス水路流入
量240 m3/sと分派堰越流量200 m3/sに流量配分する機
能です。
貯砂機能は、トラップ堰を通過してきた粗粒分（掃流
砂）を捕捉し、バイパス水路への流入を防止します。

20



洪水バイパス施設の概要

バイパス水路は分派堰により常時流入があり、流量20 m3/s以下の場合は、オリフィス
ゲートにより貯水池に流入させる構造となっている。また、ウォッシュロードの混入が増
える流量20 m3/sを超え最大200 m3/sまでは、主ゲートを開け、バイパストンネルへ流入
させ、170 m3/s以上の洪水は、トンネル手前の横越流部により調節を開始する構造となっ
ている。

バイパス水路

21



洪水バイパス施設の概要

浮遊砂とウォッシュロードを松川ダムの直下まで流下
させるトンネルです。
バイパス対象流量は最大Q=200 m3/sで、バイパストン
ネル内の流速は15m/s（トンネル勾配1/25）です。

バイパストンネル

放流部のシュート部の幅を拡大することにより放流部
の流速を大幅に緩和し、さらに河道水面に落下させ河
床の堆積土を洗掘しながらウォータークッションを形
成し減勢します。

放水路
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バイパス施設（呑口側）全景状況

通常時の水の流れ

全開
全開

全閉

バイパス施設の運用方法
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バイパス放流設備による放流の水の流れ（流
入量 170m3/s以上）

バイパス放流設備による放流の水の流れ（流
入量 20m3/s以上170m3/s未満）

全開
全閉

全開

全開
全閉

全開

バイパス施設の運用方法
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環境調査状況
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3‐4.美和ダム再開発事業
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＜洪水調節＞
戦後最大規模相当の洪水に対して、基準地点天竜峡において、毎秒約２００立方メートルの流量を低減（水位

低下量 約０.４メートル）させる。

＜貯水池堆砂対策＞
土砂バイパス施設（土砂バイパストンネル、分派堰、貯砂ダム）を整備し、貯水池への土砂流入を抑制すると

ともに、ダム地点における土砂移動の連続性を確保する。また、湖内堆砂対策施設を整備し、貯水池内への堆砂
を抑制するとともに、ダム地点における土砂移動の連続性を強化する。

三峰川総合開発（美和ダム再開発）の事業目的
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貯水池堆砂対策

(必要性)
 美和ダムは、昭和34年12月運用開始前の８月、昭和36年６月と大出水が発生し、ダム完成後３ヶ年で当初の計

画堆砂量を超える約680万m3の大量の土砂が貯水池に流入したことから、昭和41年には貯水池容量配分の見
直しを行い（有効容量約５百万m3の減）、貯水池を運用することとした。

 その後も昭和47年７月、昭和57年７月、昭和58年９月と大出水が発生し、約790万m3の大量の土砂が貯水池内
へ流入し、洪水調節機能に支障が生じることが予測されたことから、貯水池の機能保全を図る抜本的な対策が
必要となった。

 流入土砂の粒径別の割合は、シルト・粘土が６６％、砂が２５％、礫が１０％ （100年間の年平均値）となっており、
昭和32年度～平成26年度までの57年間に貯水池へ堆砂した量は、約23百万m3(掘削量等戻し)となっている。

(対策状況）
 現在の堆砂状況は、貯水池内の砂利採取や掘削、土砂バイパスにより、計画堆砂量以下に収まっている状況で

ある。

27
28



貯砂ダム

分派堰

トラップ堰

流木ハネ

土砂バイパス呑口

【湖内堆砂対策施設】
※完成予想図

美和ダム

分派堰

貯砂ダム

土砂バイパス
トンネル

美和ダム再開発 貯水池堆砂対策の概要（１）
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 平成17～27年度（11年間）において、のべ13回の土砂バイパス運用を行い、約55万㎥の土砂をダム下流へバイ
パスするとともに、分派堰・貯砂ダムにおいて、砂利や砂など約118万㎥（平成26年度迄）を捕捉した。

 これらの土砂は、施設完成以前は美和ダムへ流入していたもので、事業前に比べ約172万㎥の土砂流入を防い
だことになる（平成26年度迄）。

美和ダム再開発 土砂バイパス試験運用状況

バイパス試験運用13洪水の概要
※平成17～26年度の12回の洪水の合計値

最大放流量 放流時間 総放流量 最大SS濃度 排砂量 最大放流量 放流時間 総放流量 最大SS濃度 排砂量

366m3/s 242m3/s 約47時間 2298.9万m3 12,200mg/l 15.0万m3 141m3/s 102m3/s 約27時間 621.0万m3 1,940mg/l 0.5万m3

166m3/s 136m3/s 約35時間 755.3万m3 2,810mg/l 1.4万m3 218m3/s 178m3/s 約87時間 2276.8万m3 12,590mg/l 6.0万m3

568m3/s 264m3/s 約48時間 1661.7万m3 20,200mg/l 15.5万m3 317m3/s 215m3/s 約25時間 767.8万m3 7,230mg/l 2.2万m3

105m3/s 30m3/s 約6時間 46.1万m3 1,000mg/l 0.03万m3 128m3/s 74m3/s 約28時間 392.2万m3 3,000mg/l 0.4万m3

145m3/s 57m3/s 約14時間 262.4万m3 1,880mg/l 0.3万m3 244m3/s 179m3/s 約25時間 367万m3 3,540mg/l 0.8万m3

229m3/s 199m3/s 約146時間 3674.6万m3 1,2100mg/l 8.0万m3 194m3/s 99m3/s 約　5時間 132万m3 2,820mg/l 0.3万m3

293m3/s 205m3/s 約51時間 1474.6万m3 8,270mg/l 4.3万m3 - - 約544時間 13975.1万m3 - 54.7万m3

平成22年7月洪水

平成23年5月洪水（1）

洪水名
洪水の

最大流量
洪水の

最大流量

平成18年7月洪水

平成19年7月洪水

平成19年9月洪水

平成20年6月洪水

平成22年6月洪水

バイパスの試験運用状況

平成23年5月洪水（2）

平成23年9月洪水（1）

平成23年9月洪水（2）

バイパスの試験運用状況

平成24年6月洪水

平成25年9月洪水

平成27年9月洪水

　　　合　　　　計

洪水名
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美和ダム

土砂バイパストンネル吐口

美和ダム

土砂バイパストンネル

分派堰を越えて
貯水池に堆積した

土砂

土砂バイパス
で排出

浚渫

集積

排砂

貯
砂
ダ
ム

分
派
堰

美
和
ダ
ム

流入土砂

土砂
排出

土砂バイパス
トンネル吐口

Ｎ

美和ダム再開発 湖内堆砂対策施設の概要（１）

湖内堆砂対策施設の完成予想図

貯砂ダム（H17完）

分派堰
（H17完）

土砂バイパストンネル呑口（H17完）

ストックヤード

H28.1.26 鋼矢板締切
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• 浚渫した土砂を一時的にストックしておく「ストックヤード」の設置

• 土砂バイパス運用時に洪水の流れをストックヤード内に導く「取水ゲー
ト」、「導水路」の設置

• 洪水の一部を導水するため「貯砂ダム不透過化」、「魚道ゲート」設置

• ポンプ浚渫船からの土砂を運搬する「送泥管」設置

既設貯砂ダム（不透過化） 魚道ゲート（運用時2門閉塞） 導水路L=285m, W=6m

取水ゲート（1門） 既設分派堰

長谷湖

既設トラップ堰 既設水位低下用ゲート 既設魚道

伊那市道

国道152号

美和ダム湖

既設バイパス
主ゲート

送泥管

ストックヤードL=220m
W=40m（20m×2列）
排砂ゲート４門

美和ダム再開発 湖内堆砂対策施設の概要（２）
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3‐5.小渋ダム堰堤改良事業
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☆ 事業の必要性

・小渋ダムは運用開始後、４０年を経過し堆砂率が９０％近くなっている。
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累加堆砂量(測量結果)
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砂利採取量

堆砂量(測量結果)

計画堆砂量(20,000千㎥)

累加堆砂量(測量結果)[1993-2014]

小渋ダム
計画堆砂容量
２，０００万ｍ３
（50年堆砂）
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天竜橋

片桐松川橋

宮ヶ瀬橋

天竜橋

天
竜
川

片桐松川

小
渋

川

四
徳
川

滝
沢
川

四徳大橋

小渋湖

滝沢橋

第 2 貯砂堰

桶谷橋

生
田
堰
堤

小

鹿

小
渋
ダ
ム

松除橋

0.
0k

1.
0k

2.
0k

3.
0k

4.
0k

0.
0k

1.
0k

2.
0k

3.
0k

4.0k

5.0k

6.0k

7.
0k

土砂バイパストンネル

吐
口

呑口

分派堰

第 3 貯砂堰

ダム湖堆砂状況
【貯水位EL591.0m】

事業の目的
貯水池への土砂流入を抑制するとともに、
ダム地点における土砂移動の連続性を確保する。

対象土砂 掃流砂、浮遊砂、ウォッシュロード

事業期間 平成12年度～平成28年度試験運用開始予定

事業内容

・土砂バイパストンネル

・第３貯砂堰

・分派堰（既設第１貯砂堰改良）

下流河道の様子

☆ 事業の目的
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事業後

小渋ダム

第2貯砂堰

第1貯砂堰

砂利採取

砂利採取

堆砂掘削

小渋ダム

第2貯砂堰

分派堰

（第1貯砂堰改良）

砂利採取

堆砂掘削

第3貯砂堰

砂利採取

土砂バイパストンネル

☆ 事業の目的

小渋ダム土砂バイパストンネル事業前

小渋ダム土砂バイパストンネル事業後

事業前

台風期制限水位(E.L.604.8m)

台風期制限水位(E.L.604.8m)

3.7km 1.5km 0.2km

3.7km 1.5km 0.8km

0.6km
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・バイパスなしの場合は約15年で計画堆砂容量を超過するが、バイパスありでは約75年と
なり、バイパスを用いることで約60年延命させることができる結果となった。

☆ 事業効果の検討
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（堆砂率約87％）

S57出水

：実績堆砂量

：バイパスあり

：バイパスなし

凡　　例

バイパスなしでは約15年で
計画堆砂容量を超過

バイパスありでは約75年で
計画堆砂容量を超過

⇒バイパス運用により約60年延命が可能となる

計画堆砂容量（2000万m3）
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分派堰

管理用
トンネル

小渋ダム

第３貯砂堰

☆ 工事の進捗状況

呑口・分派堰周辺

吐口周辺
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呑口ゲート

流木ハネ

至 松川町

至

大
鹿
村

管理施設棟

至 大鹿村

至

松
川
町

分派堰復旧

ゲート操作棟

分派堰進入路

管理棟

☆ 工事の進捗状況

平成27年度 完了予定

呑口・分派堰周辺 俯瞰図
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☆ 工事の進捗状況
呑口・分派堰周辺
航空写真
（平成28年2月撮影）

第３貯砂堰

呑口ゲート

管理施設棟

流木ハネ

分派堰
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☆ 工事の進捗状況

小渋ダム

吐口

土砂バイパス
トンネル

左岸護岸

吐口右岸護岸

平成27年度 完了予定吐口周辺 俯瞰図

導流擁壁
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☆ 工事の進捗状況 吐口周辺（平成28年2月撮影）

吐口右岸護岸 吐口周辺 航空写真
（平成27年7月撮影）

吐口左岸護岸

土砂バイパス
トンネル

小渋ダム

吐口周辺 （平成28年2月撮影）

土砂バイパス
トンネル
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①ゲート等操作性
②バイパス機能

＜流量，土砂＞
③環境影響

＜下流河道生態系，貯水池内水質＞
④土砂挙動

＜構造物損傷・摩耗状況，土砂堆積状況＞

施設完成

試験運用

本運用

モニタリング

モニタリングのフロー

フォローアップ

ダム管理に反映

モニタリング項目

☆ モニタリングの目的

（４）モニタリング計画（案）

○土砂バイパストンネルの試験運用開始に伴う土砂動態や河川環境の変化等を把握し
その結果を分析して順応的なダム管理(土砂管理)を推進するため、モニタリング

○最初は、可能な限り土砂バイパストンネルを使用して洪水を放流するようダム操作

☆コントロールポイント

①バイパス開始、終了流量

②分派堰河床高さ
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河床高
（ｺﾝﾄﾛｰﾙ可能）

河床高（自然）

Q⑥ Q⑤ Q③ Q①

Q
④

残流域
（流入量の15%）

分派堰

呑口上流流量

小渋ダム

貯水池流入量

開始・終了流量
（ｺﾝﾄﾛｰﾙ可能）

※コンジットはバ
イパス主ゲート
運用に依存

☆ モニタリングの目的

バイパスの試験運用中（3か年）に土砂移動量をコントロールできる項目としては、
分派堰上流の河床高とバイパス開始・終了流量となる。

小渋ダム
分派堰 第3貯砂堰
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☆ モニタリングの目的

○各モニタリング項目の目的及び内容

モニタリング
項目

目的 モニタリング内容 部会

①土砂収支
（土砂水理）
把握

・洪水調節機能の確保

・開操作・閉操作時の操作
性の確認

・土砂バイパストンネルによ
る土砂バイパス効果量の
把握

・操作運用全般

・流入量及びバイパス流量の
観測（呑口水位計、バイパス
トンネル水位計）

・バイパス土砂量の観測（プ
レートマイクロフォン、測量、
河床材料調査）

モニタリング
委員会

土砂収支部
会

②施設構造
検証（土砂
挙動）

・土砂バイパストンネルの
維持管理

・分派堰及び第3貯砂堰の
土砂堆積状況の把握

・構造物損傷・摩耗状況
・土砂堆積状況

構造部会

③環境変化
把握

・土砂バイパストンネルによ
る環境影響の把握

・下流河道生態系
・貯水池内水質

環境部会

→モニタリング結果を分析して順応的なダム管理(土砂管理)を推進する
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時刻→

流量
(m /s)3

200

100

60

バイパスゲート運用開始60m3/sと
した際のバイパスゲート放流量

バイパスゲート閉鎖

バイパスゲート放流開始（案）
流入量60m3/s（土砂バイパス
地点流入量51m3/s）で
バイパスゲート運用開始

全放流量

流入量

洪水調節開始流量

バイパスゲート放流開始流量

☆ 土砂バイパスゲートを併用した操作運用方法（案）

洪水調節（台風期）

計画洪水量 900m3/s

計画放流量
洪水調節開始流量：200m3/s
最大放流量 ：500m3/s

調節流量 539m3/s

調節方式 一定率(0.23)・一定放流

バイパスゲートによる放流

ダムゲートによる放流
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3‐6.天竜川ダム再編事業

1.天竜川ダム再編事業について
2.天竜川流砂系総合土砂管理計画検討委員会【下流部会】
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機密性１情報

１．天竜川ダム再編事業について
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機密性１情報佐久間ダムの概要

佐久間ダム

静岡県浜松市
天竜区佐久間町

愛知県北設楽郡
豊根村

佐久間ダムの諸元

形 式 重力式コンクリートダム

堤 高 155.5m

堤 長 293.5m

流域面積 3,827km²

利水容量 20,544万m³

総貯水容量 32,685万m³

 佐久間ダムは、天竜川の河口から約70kmに位置する、昭和31年（1956年）に完成した発電専用のダム
 佐久間ダムの建設は当時、国内にはなかった大型土木機械をアメリカから導入し、わずか3年の工期で完成
 佐久間発電所は豊富な天竜川の水量を利用し（最大使用水量306m3/s） 、水力としては日本最大の発電量
 佐久間ダムの集水面積（3,827km2）は国内ダム有数の規模で、天竜川全体（5,090km2）の約75％を占め治水の要

佐久間ダム

遠州灘

基準地点：鹿島

凡 例

東海道新幹線

鉄道 （ＪＲ）

鉄道 （私鉄）

高速道路

国道

県境

流域界

基準地点

想定氾濫区域

大臣管理区間

ダム

●

佐久間ダム

●
浜松市
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機密性１情報天竜川ダム再編事業の概要

 天竜川ダム再編事業は、天竜川中下流部の洪水被害の軽減を図ることを目的とし、利水専用の佐久間ダムを有効活
用して新たに洪水調節機能を確保

 佐久間ダムに確保した洪水調節容量の維持のため、恒久的な堆砂対策を実施する。下流河川への土砂還元により土
砂移動の連続性が確保され、海岸侵食の抑制が期待

〈現在の貯水池容量配分図〉 〈再編後の貯水池容量配分図〉
（洪水期：6/1～10/10）

利水容量

　洪水期　 167,596 千m3

　非洪水期 205,444 千m3

非越流部高　　EL.270.0m

制限水位　　　EL.255.0m

サーチャージ水位　EL.262.2m

常時満水位　　EL.260.0m

洪水調節容量　54,000 千m
3

最低水位　　　EL.220.0m

死水容量　121,404 千m
3

有効貯水

容量

221,596 千m
3

総貯水容量

343,000 千m
3

堤高

155.5m

佐久間ダム

放流能力の増強

洪水調節
容量の確保

恒久堆砂対策施設の整備事業のイメージ図

非越流部高　　EL.270.0m

設計洪水位　　EL.262.2m

　常時満水位　　EL.260.0m

利水容量　205,444 千m
3

最低水位　　　EL.220.0m

死水容量　121,404 千m
3

有効貯水容量

205,444 千m
3

総貯水容量

326,848 千m
3

堤高

155.5m

※

50



機密性１情報

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

天竜川ダム再編事業　排砂工法実証実験検討委員会

吸
引
工
法
現
地
実
験

（美
和
ダ
ム
三
峰
堰
上
流
貯
水
池
）

吸
引
工
法
現
地
実
験

（美
和
ダ
ム
三
峰
堰
上
流
貯
水
池
）

浚
渫
現
地
実
験

（佐
久
間
ダ
ム
貯
水
池
）

浚
渫
現
地
実
験

（佐
久
間
ダ
ム
貯
水
池
）

吸
引
工
法
現
地
実
験

（佐
久
間
ダ
ム
貯
水
池
）

吸
引
工
法
模
型
実
験

（つ
く
ば
市
）

委
員
会
と
り
ま
と
め

平
成
25
年
2
月

（実
験
結
果
よ
り
排
砂
計
画
を
策
定
す
る
）

 恒久堆砂対策は出水時の排砂を計画し、その方法として「吸引工法＋排砂トンネル」を検討
 吸引工法の実証実験は、学識者の委員会で検討を行いながら平成20年度～平成24年度に実施

恒久堆砂対策工法の検討経緯

水位差ΔＨ

【貯水池内】 【天竜川】

吸引部

吸引工法のイメージ

※ 吸引工法は、水頭差（水位差）により生じる
サイフォンの原理を利用し、貯水池内吸引
部周辺の土砂を水とともに貯水池外へ流
し出す排砂方法で、動力を必要としないこ
とが特長

検討経緯
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機密性１情報吸引工法の実験結果

 吸引工法の佐久間ダム貯水池での適用性を検証するため、実証実験を実施
【吸引能力】 連続的な吸引が可能かを検証
• 土砂に粘性分の混入が多く、吸引部の土砂形状はつぼ形となり連続的に吸引できず。所要の吸引量を確保するため

には吸引設備数が増大し費用が膨大
【維持管理】 吸引部の保全が可能かを検証
• スクリーンを設置しても流木等のゴミによって吸引部の目詰まりが頻発し、吸引部の保全ができず。吸引孔の目詰まり

を解消するためには維持管理費用が膨大

現地実験位置図

佐久間ダム

実験位置（№32）
堤体から約12.4km上流

整備予定位置（№27）
堤体から約10.4km上流

実際（つぼ形状の）イメージ想定（すり鉢形状の）イメージ

実験結果

連続的な吸引が可能 限定的な吸引にとどまる

吸引部に入り込んだゴミの様子
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機密性１情報天竜川ダム再編事業 恒久堆砂対策工法検討委員会

天竜川ダム再編事業恒久堆砂対策工法検討委員会 規約

（名 称）
第一条 本会は、「天竜川ダム再編事業恒久堆砂対策工法検討委員会」
（以下「委員会」という。）と称する。

（目的及び設置）
第二条 委員会は、天竜川ダム再編事業の恒久堆砂対策施設の具体化に向
け、佐久間ダムに流入する土砂の適切な処置が可能な工法について、専
門家からの意見・助言を聴くことを目的として開催し、浜松河川国道事
務所長（以下「事務所長」という。）が設置する。

（組織等）
第三条 委員は別紙のとおりとし、事務所長が委嘱する。
２ 委員の任期は前条の目的が達成されるまでの間とする。
３ 委員会には委員長を別紙のとおり置くこととし、委員長は委員会議事
の進行と総括を担うものとする。

４ 委員会には事務局を浜松河川国道事務所（以下「事務所」という。）
に置くこととし、事務局は委員会の事務を担うものとする。

５ 委員以外の専門家を委員会へ招請する必要が生じた場合は、事務所長
が委員長の確認を得て行うものとする。

（会 議）
第四条 委員会の開催は原則公開とし、委員会資料及び議事要旨を事務所
のホームページで公表する。

２ 特許に関わる情報など公表に適さない事項は、委員長の確認を得て公
表する委員会資料から除外する。

３ 議事要旨は、事務局が委員長の確認を得て公表する。

（雑 則）
第五条 この規約の改正は、委員会に諮り行う。
２ この規約に定めるもののほか、委員会の運営に関して必要な事項は、
委員長が委員の意見を聴いて定める。

附 則
（施行期日）
この規約は、平成28年2月25日から施行する。

委 員 名 簿
（規約第三条第１項関係）

氏名 所属等 備考

池口 幸宏
電源開発株式会社 土木建築部
設備計画室長

櫻井 寿之
国立研究開発法人 土木研究所 水工研究グループ
主任研究員

鈴木 徳行 名城大学 名誉教授

角 哲也 京都大学 教授 委員長

戸田 祐嗣 名古屋大学大学院 教授

服部 敦
国土技術政策総合研究所 河川研究部
河川研究室長

福濱 方哉
国土技術政策総合研究所 河川研究部
水環境研究官

藤田裕一郎 名古屋女子大学 特任教授

五十音順、敬称略

別紙
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機密性１情報

手 法 対策場所 具体的方法 事 例

土砂管理
貯水池への土
砂流入の軽減

貯水池上流 砂防施設等による土砂崩壊・流出の低減等 砂防指定地等 多数

貯水池末端 貯砂ダム堆積土砂の掘削・骨材等への利用 美和ダム、小渋ダム、長島ダム 他

土砂の通過 貯水池末端 排砂バイパス 旭ダム、美和ダム、小渋ダム 他

貯水池内 スルーシング 出し平ダム－宇奈月ダム 他

ｹﾞｰﾄﾚｽ（自然排砂） 益田川ダム

密度流排出 洪水調節用放流管 小渋ダム、二瀬ダム、木川ダム 他

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ付ｹﾞｰﾄﾚｽ放流管 片桐ダム

選択取水設備 矢作ダム 他

土砂の排除 貯水池内
フラッシング
（貯水位低下）

排砂ゲート 出し平ダム－宇奈月ダム

湖内移動（流水掃砂） 佐久間ダム

部分排砂
（貯水位維持）

排砂門 千頭ダム、泰阜ダム 他

排砂管 井川ダム 他

掘削・浚渫 骨材利用 佐久間ダム、小渋ダム 他

圃場整備・盛土・客土等 美和ダム、柳瀬ダム 他

湖内移動 佐久間ダム 他

下流河川還元 秋葉ダム、長安口ダム 他

【参考文献】 角哲也：「日本における貯水池土砂管理」，第3回世界水フォーラム 流域一貫の土砂管理（貯水池土砂管理に向けた挑戦）論文集，pp.65～74，2003 を一部改変

恒久堆砂対策工法の選定 【対策手法と場所の選定】

 堆砂対策を確実かつ効率的（経済
的）に実施できるのは「貯水池内で
の土砂排除」
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機密性１情報恒久堆砂対策工法の選定 【土砂排除方法と土砂処置方法の選定】

 所定の箇所を対象に確実かつ効率的（経済的）に貯水池内での土砂排除が実施でき対策は「平常時の掘削・浚渫」
 掘削・浚渫した土砂を確実かつ効率的（経済的）に処置できる方法は「下流河川還元」
 なお、流入土砂量の年変動等に対応するため補完的な方法として、「骨材利用」や「湖内移動」も適宜検討

貯水池内の土砂排除方法の評価

分 類 対策場所 対策方法 評 価

土砂の排除 貯水池内 × フラッシング
(水位低下）

• 洪水後の利水容量回復のため実施は困難

× 部分排砂
（貯水位維持）

• コンジットゲート2門の改造が必要で整備費用が高額（200億円程度）
• 洪水調節容量維持や背水影響防除のため別途、堆積土砂の湖内移
送等が必要

○ 掘削・浚渫 • 平常時に実施可能

掘削・浚渫した土砂の処置方法の評価

方 法 評 価

△ 骨材利用 • 需要量が限定的となる
• 需要地との距離により経済的な制限が生じる可能性ある

△ 捨土処理
（造成等）

• 近隣では地形的な条件から処置量が限定的となる

△ 湖内移動 • 抜本的な対策とはならない
（大規模な土砂流入時の緊急避難的な対策としては検討の余地がある）

○ 下流河川還元 • 一定規模の処置が可能
• 土砂移動の連続性が確保でき、遠州灘の海岸線後退の歯止めが期待できる

（遠州灘海岸では静岡県が養浜事業を実施中）
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機密性１情報

 下流河川還元を確実かつ効率的（経済的）に処置できる方法は「佐久間ダム直下河道・ストックヤード」
 なお、流入土砂量の年変動等に対応するため補完的な方法として、 「秋葉ダム下流河道・置土」も検討

下流河川還元方法の評価

場 所 方 法 評 価

×佐久間ダム
貯水池周辺
・ストックヤード

• 佐久間ダム貯水池周辺の沢や地山にストックヤードを

整備する。あわせてストックヤードから佐久間ダム下流
へ通じる排砂トンネルも整備する

• 平常時に掘削・浚渫した土砂をストックヤードへ運搬・
集積し、貯水池の洪水流で流下させる

• ストック可能量が少ない（最大約20万m3）

• 排砂トンネルの整備も必要となりコストが
増大する

○佐久間ダム
直下河道
・ストックヤード

• 佐久間ダム直下の河道にストックヤードを整備する
• 平常時に掘削・浚渫した土砂をストックヤードへ運搬・
集積し、洪水時のゲート放流水で流下させる

• 相当量のストックが可能（最大約70万m3）
• ただし大量の土砂流入があったり洪水の

発生が少ない場合、容量不足となる場合
がある

△秋葉ダム
下流河道
・置土

• 平常時に掘削・浚渫した土砂を秋葉ダム下流河道へ運
搬・置土し、洪水流で流下させる

• 相当量の置土が可能（最大約50万m3）
• ただし量が増えるほどコスト（運搬費）が
増大する

恒久堆砂対策工法の選定 【下流河川還元方法の選定】
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機密性１情報

 佐久間ダム直下河道で整備できるストックヤードの集積土砂量は、最大で約70万m3（L:1,250m×W:80m×H:7m）

佐久間ダム

天竜川 原田橋

大千瀬川

④

③

② ①

平常時 洪水時

洪水時操作のイメージ

恒久堆砂対策工法の選定 【佐久間ダム直下河道・ストックヤード】

佐久間ダム直下河道

貯水池

佐久間ダム

副ダム

ストック

ヤード

下流端堰

放流

貯水池

佐久間ダム

副ダム

ストック

ヤード

下流端堰

放流
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機密性１情報

 

排砂トンネル 

吸引方式 

湖内輸送

出水時

吸引方式

佐久間ダム

排砂トンネル
※排砂トンネルはダムの下を通るわけではない。

従来の検討工法

今回の検討工法

恒久堆砂対策工法の比較

項 目 従来の検討工法 今回の検討工法

貯水池の土砂排除方法
洪水時

吸引工法（新技術）
平常時

掘削・浚渫→ストックヤード

下流河川還元方法
洪水時

排砂トンネルで還元
洪水時

集積土砂をゲート放流水で還元

恒久堆砂対策工法の選定 【従来の検討工法との比較】

佐久間ダム
平常時

出水時

揚砂場

ベルトコンベヤ

ストックヤード

下流河川還元

土運搬船 浚渫船ダンプトラック

揚砂場

ストックヤード

ベルトコンベヤ

ダンプトラック

バックホウ

吸引工法

出水時

排砂トンネル

下流河川還元

吸引工法

バックホウ

浚渫船
土運搬船

下流河川還元

下流河川還元
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２．天竜川流砂系総合土砂管理計画
検討委員会【下流部会】
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天竜川流砂系総合土砂管理計画検討委員会【下流部会】 規約・委員（案）

天竜川流砂系総合土砂管理計画検討委員会【下流部会】規約（案）

（名称）
第一条 本会は「天竜川流砂系総合土砂管理計画検討委員会【下流部
会】」（以下「部会」という。）と称する。

（目的及び設置）
第二条 本部会は、天竜川流砂系について、今後の具体的かつ総合的
な土砂管理の推進をめざすことを目的とした天竜川流砂系総合土砂管
理計画の策定に向け、科学的・技術的な知見から助言を得ることを目
的として開催し、浜松河川国道事務所長（以下「事務所長」とい
う。）が設置する。

（組織等）
第三条 委員は別紙のとおりとし、事務所長が委嘱する。
２ 委員の任期は前条の目的が達成されるまでの間とする。
３ 部会には委員長を別紙のとおり置くこととし、委員長は部会議事
の進行と総括を担うものとする。
４ 部会には事務局を浜松河川国道事務所（以下「事務所」とい
う。）に置くこととし、事務局は部会の事務を担うものとする。
５ 委員以外の専門家を部会へ招聘する必要が生じた場合は、事務所
長が委員長の確認を得て行うものとする。

（会議）
第四条 部会の開催は原則公開とし、部会資料及び議事要旨を事務所
のホームページで公表する。
２ 議事要旨は、事務局が委員長の確認を得て公表する。

（雑則）
第五条 本規約の改正は、部会に諮り行う。
２ この規約に定めるもののほか、部会の運営に関して必要な事項は、
委員長が委員の意見を聴いて定める。

附則
（施行期日）
この規約は、平成２８年３月９日から施行する。

氏名 所属等 備考

青木 伸一 大阪大学大学院 教授

萱場 祐一
国立研究開発法人土木研究所水環境研究グループ
上席研究員

櫻井 寿之
国立研究開発法人 土木研究所 水工研究グループ
主任研究員

角 哲也 京都大学 教授

谷田 一三 大阪市立自然史博物館 館長

辻本 哲郎 名古屋大学 名誉教授 委員長

戸田 祐嗣 名古屋大学大学院 教授

服部 敦
国土技術政策総合研究所 河川研究部
河川研究室長

注）敬称略、五十音順

別紙 委 員 名 簿（案）
（規約第三条第１項関係）

機密性１情報

60



 天竜川流砂系総合土砂管理計画を検討するための検討プロセスは以下の通りである。

流砂系の現状分析

流砂系の課題把握

問題解決のために目指すべき姿
土砂管理目標

実績データに基づく整理

モニタリング計画

策定

各領域の対策案

フォローアップ

土砂収支（目標）
一次元河床変動計算
等による予測・評価

土砂収支（予測・評
価）

有効粒径集団の整理

領域区分の設定

天竜川流砂系総合土砂管理計画の検討プロセス（案） 機密性１情報
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天竜川水系

1. はじめに

2. 流砂系の概要

4. 前提条件

5. 流砂系を構成する粒径集団

6. 流砂系の現状と課題
6.1.各領域の現状と課題
6.2.土砂収支
6.3.現状と課題のまとめ

7. 流砂系で目指す姿
7.1 総合土砂管理計画の基本原則
7.2 流砂系の目指すべき姿

10. モニタリング計画
10.1.モニタリングの目的
10.2.モニタリング項目
10.3.モニタリング計画

8.土砂管理目標と土砂管理指標
8.1 土砂管理目標
8.2 土砂管理指標
8.3 計画対象期間

9.土砂管理対策
9.1.土砂管理対策
9.2.対策実施に関する留意点
9.3.土砂管理対策を実施した場合の土

砂収支

12. 実施工程（ロードマップ）

3. 流砂系の範囲と領域区分

11. 土砂管理の連携方針

13. おわりに

 天竜川流砂系総合土砂管理計画の目次案は以下の通りである。

天竜川流砂系総合土砂管理計画 目次案 機密性１情報
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